




1）人乳中の甲状腺ホルモン濃度

(目的)人乳中の甲状腺ホルモン濃度に関する内外の成績は不一致が目立つので

T4、T3、rT3 濃度につき検討した。(方法)初乳から 8 ヶ月までの人乳 n=114 に

つき RIA 法により測定した。エタノール抽出と無抽出の両者につき検討し、Free

と Bound の分離は T4 はレジンストリップ、T3、rT3 はデキストランチャコー

ル法によった。なお PEG 法は人乳には不適当であった。(成績)表 1に示す如く、

T3 は血中濃度の 1/1O 程度が存在し、初乳では成乳より有意の高値であった。

T4、rT3 は測定感度以下の濃度であった。従ってクレチン症のマススクリーニ

ングに対し人乳の影響は無視しうると考えられる。


